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マツ)認の生育におよぼすマツノ

ザイセンチュウの影響

古野東掛!・二二:Jf". ~禎

EfJ・ectsof pjnゼ WoodNematode upon the Growth of Pine-species 

Tooshiu FURUNO and Kazuyoshi FUTAI 

I.lli ヒコ
l三i

γ ツノザイセンチュウは日本在米のクロマツやアカマツに大被惑をあたえ，外i溺iffi.のマツ!必に

も被替をあたえている。さらに"<ツノザイセンチュウは智子33を粘ちさない場合でも，その4::I!え

が思くなることがクロマツやアカマツなどで総認されている。

本報告?では，P.ywmauenstS， 2 Fl雑感 (P.thunb. XP. khasya.， P. tlumb. xP. tabulae.)， 1 Fz来結

局 (P.tlumbXP.masso.)の4織についてマツノザ、イセンチュウに対す抵抗伎を， その抜様によ

り制査し，P. yztnnanensis は弱感受性で，他の 3 雑識は~!i]抵抗告l:である ζ とを確認した。

今までにマツノザイセンチ品ウに対するほ抗粧を翻殺した?ツ腐のうちで，生き残った倒争j(

一一一2Fl絡組を含む17積169個体の生育経過を測定し，"<ツノザイセンチ品ウの背におよlます影

響を締まました。

クロマツや P.thωzb. XP. masso. (1<¥)では，仙の繍に比べてマツノザイセンチュウの楼J山立，

樹ï~寄生長 iこ大きな欝をあたえ，反fJIT ， P. tacda， P. elliottu'， P. rigida， P.何llksz'ana，P. sylvestris， 

P. tillasterでは，桜離は樹ぬ.生起に影響しなかった。クロマツでは?接穂された40似体のうち，

4側体で銭組後 3年13においてもその影響がみられたが， 4正予iヨ!こはほぼ正常主主誌に回復してい

た。 P.thunb. xP. masso. (F1)も問機で，P. mgra， P. strobus， P. thzmb. XP. tabulae. (FJ)では 2年

間まで，P. dcnsijlora， P. tabulaefonllu， P. taz・ωanellstS， P. cvt'Ce/saはj妥結の態轡は湿&:1::'だけであ

っfニ。

マツノザイセンチュウは陸後生長には，クロマツ，P. tabula宅formtS， P. ntgraの制変で，按紅f

後すぐにその影響があらわれ 2年間にはほぼ住:!誌は閥復していた。 P.taeda， P. ellt'ottu'では樹

と問機lζ扱積の彩轡はみられなかった。材・f~i生長に対しでは， tMi潟生長，蹴後生長にみら

れたようなマツノザイセンチュウの明らかな影響はみられなかった。

ま えがき

γ ツノザイセンチュウ (βursathelellclmsxyl，ψltilzω)が九州各地の?ツ枯損水から発見されへ

そのマツ総体内での繁樹が，西日本各地のクロマツ，アカマツ林におけるi怯枯れの腹開と判明し，

加えて， ζれまでマツタイムシと呼ばれていた穿孔虫踏のー離のマツノマダラカミキリ (iJ1ono・

cltωllUS alte1'llatlls)が，マツノザ、イセンチュウのマツ樹体への伝機者として明らかにされてペ
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10数年を経た現在でも，なお，マツ林の枯長iは続き，北海道を除く日本の広範闘に竣延している 0

7 ツ胤とマツノマダラカミキ 1)，マツノザイセンチュウのf13JL関係については，多くの翻資，研

究が行われているが，マツノザイセンチュウによるマツ樹休の枯死機織の解明にカが訟がれて，

そのマツ樹体内侵入と生存マツの!:E符との関係についての報告は，

ない。

ら3…5) の報告以外見当ら

わがi認に導入， ~1i'{裁されている数多くの外関践の?ツ閥も，マツノマダラカミキワが後金し，マ

ツノザイセンチ::r.ウによって枯れることが，野外の~1ì'i裁水， j楽郡試験によって総認されているト9〉0

7 ツノマダラカミキリがγ ツ腐を後食すみ成!tの撚食行動には-:("ツj泌に対する食物;選択がみら

れないことが明らかにされてゆ，マツ潟，側イ本の生死は，そのマツノザイセンチ品ウに対するj底

抗!関心感受性の強弱iC.友おされることも明らかになっている。?ツ属，似体の拾苑には，マツノ

ザイセンチ品ウの樹体内への侵入が必須条約二であるが，必ずしも侵入された会個体が約れるとは

限らず，マツノザイセンチュウに抵抗悦号告示す?ツj潟，個体では，マツノザイセンチ A ウの樹体

内での繁殖，拡散がみられず，生対を続けることもi珂らかになっているヘ

らは，これまでの被諜捌資， j安部試験によって， 30数植の?ツj討のγ ツノザイセンチュウ

!こ対する抵抗性，感受性の強弱を判定し，それらとを 4段階に分類した7，9)。放も?ツノザイセンチ

ュウに対し偲抗性が弱いと判定したクロマツも側体によって生存を続けることがf泌総d~1，3 ， 4) ，反

対に，抵抗性であると判定された P.tacdaなど 5総務iの?ツj潟でも，P.l令官・'daを除いて，約制側

体を有京総している7，9)。繍としてのマツノザイセンチ品ウ lこ対する抵抗性の強弱にか11えて，器内に

おいても翻や|えによって強調があることは明らかである。

らは，過去のマツノザイセンチュウ抜綴試験の51:.海似体で，とくにクロマツ%引や P.tltuJlb. 

X P. ma.¥'so.の F't来m趨5)に， j剣道後悲しい生符不良一一一伸長生長にみられる生育不良をli{(i認し，

マツノザイセンチュウの船体内佼入によって，たとえ枯れなくても，以後の生符lζ何らかの生長

i混答が生じていることを報告した。

本報告では，これまでに米制査であった P.tltullb.xP. IIIω'SO. の1'2 雑1ill，P. tltullb.)CP. 

tabu!ae.および P.kltasyaの各 F1 ~\fliTIJfならびに P.yWlllanCnStsのマツノザイセンチュウに対す

るほ抗性，感受性を淵ぎました結巣を，今までにγ ツj潟を分類した 4段階に*m充した。また，クロ

γ ッ，アカマツのほか 5穣の外関 γ ツj潟および P.tltzmb. XP. masso. F1 *ift穣のマツノザイセン

チュウ接穣後の生育について，生海水の生腎状況の一世[iはすでに報告したが，さらに，本報告に

は，クロ γ ッ，アカマツのほか外閣総マツ腕時騒，P. tltunb. XP. masso.， P. tablt!ae.の各 F1R，fll植

の51:.海側体の按経後の控長減送から閥復までの生育についてまとめられている。本調査に協力い

ただいた演溜林本部試験地) Jニ賀茂試験地の職員各{立に深謝する。

なお，本研究は，文部省科学研究費〈研究斜題詩号58560148)の助成をうゆで行われたもので，

共問研究者の赤井総見助教授，渡辺弘之助教授，大儲誠一j削ijiから有識な助言を得ました，組く

許lJ礼申し上げる。

材料および方法

供試マツ属は， 試験 γ ツノザイセンチュウに対する抵抗性， 感受性調査のために， 以下

に述べる 3穂および 3キ(ftTIJfと，試験日:マツノザイセンチュウ綾部後の生育澗3誌に，袋一11ζ示す

151mおよび 2 維滋で，前者はJニ賀茂試験地で，後者nまjこ賀茂および蹴習林水母[5i試験jfuで書1~ ?r1f.され

た。

試験 iでは， 1983年 7月に，P. ylt1nzallcnsIJ'および1'2では地上lOcmまたは以下の，他の供
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結水は地上 30"'50cmの樹幹下作111こ，さらにむには1984年 7月lム{JJ<試水 1似体あたり2，000

到のマツノザイセンチ品ウ

コ、ヨウをも供試した。

1) P. yuJtJlallellSU 

した。また両年ともに対照として，クロマツおよびチョウセン

1979主p4月にj緩和，野外で予ぎてられた 28"'95cm の11的{ねじ 7 )~ 12日にマツノザイセンチ

ュウをj完結した。

2) P. tIl1t?lbergit'XP. tabulaejormis 1<'1 

1956年の災住による P.tabulaモ(ormis見本祢の 1似体そ雄性XJ，lとして，クロマツと交雑(1977

4 )~)， j請期(197D1'1二 4)わで符てられた樹高1l6-18DC!llの24{ml体で 7月12臼に13側休，

301:11こ11街1I本にγ ツノザイセンチュウを拡:印した。

:3) P. thunbergiiXP. khasya F1 

1D7s1i:o 4 )'J Iζ ，ガラス組室内でクロマツ令水にツヰ~';1去された P. kltasya 1倒休 し/こ花粉

を別いて， I首長ドクロ γ ツと交却)11九得られた樹正fj51~1l7 cmの15翻体に 7月12日に談秘した。

Hij性綴の P. khasya !ま， J二賀茂試験;地では，冬期の低ilfi¥のために野外での生腎は不可能である

が，この FI 雑額は，針誕の先端がすこしi~~~ずる程度で，野外での投資は可能である。

4) P. thunbergu'XP. ?1!ClssoniClllCl F2 

1952年の実生で育てられた P.maSSOIlUllla災験林で採取した花粉を消いて， 19sO年 4Aにクロ

マツと交雑， 141'られた F1 実験林内の 3~者水省三雄投籾 4 号f*をj能性観として) 1979:fl::: 4 )~ Iζ交

:ii(l， 1981年裕樹， .~ì'った樹高 18~37 Cl1lのれ総裁で， 1983!9三7月121ヨおぬび30131こ各10側体，

さらに， 1984年 7月2413(こ樹高 35-55cmの40似体に，マツノザイセンチュウを桜穏A した。

5) クロマツおよびチ日ウセンゴヨウ

1983年にクロマツ20側体(5 年生15ß~1イふ 6年生 5{fIi!体)，チぉウセンゴヨウ 4似体 (121'1三生)

および1984 :i~1こクロマツ 10側休 (ß 年生)，チョウセンゴヨウ14個体(13年住 2個体，均年生12Ml

{*)に桜fillした。

TabJc 1. List 01' invcおliぉaledpines 

Jn campus Jn Kamigarno 

Pin内
1I1UCUHHeu vel:t.L UIU 

一一一…

P. 1 !lItllbe1'gii 八:1V(79L)B:2('80) )， P. II1Iwbω-gii E: 19 ('81) 
C: 8 ('80)， D: 10 ('81 P. dellsiflora B: 3 ('81) 

P. dCJ/sif!orrI A: 8('81) P. labulaefυrndJ.' A :2((''7871)) ， 13::ir78)， 
P. laiwallf:Jlsis 5 ('81) C: ぅ

1). Ill:f[ra A: 5 ('81) p. ふア/抗争stris 3 ('81) 

P. thU/slcr 1 ('81) P. J/igra 日:lf7777L・' C:3('78)， 
P. r如;da A: 1 ('81)， B: 3('81)料

D: 2 ('77-'78) 

P. banksi(l}/(l 八 5('81)， 13: 1 ('81け P・trJJldcrosa 2 ('77・'78)

P. lar:r!" A: 1 ('81)， B: 5ぐ81)， /七月以'da (ゴ 3('78) 

C: 5 ('81)*本 P.laed" D: 1 ('78) 

/七 elliottii 入 4('81)， B: 5 ('81) P. ta!/(slris 八 4('81)， 13: 5 ('81)紳

Jフ.sl1'ob/(s 8 ('81) P. Ihunb. A :3((''7787)J ， It:1('81)， 
/フ.e，1.;ccISrI 8('81) ~<P. 1IIasso. C: 3 ('77-'78) 

P. thullb. 22 ('83) 
x P. labu!ae. 

An inocuJlIm dcnsity was 2，000 for each tre~ ， 

marked as >1< and >1<* wcrc inoclIJated wIlh 4，000 and 6，000 nernatodes per a tree， respectivelyヘ
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誠験[[は，務者らが1977年以後続けているマツ踏に対する?ツノザイセンチュウ按腹試験の01，
試木で，枯死せず，試験終了で伐られずに残され，さらに割絞まで病虫惑などの鵠ft1:擦のも!i<惑を
うけずに生育していたマツ腐を蹴悲した。マツノザイセンチ品ウは 7 月中旬~8 月下.旬にH1lil休

あたり2，000関接事rrdれ 2'年述続按f!li， ζ2，OOOliJl 2カ所または 3カ所抜高IIの供試木も含ま

れているo

制笠木を表寸 iこ治す。

演習林氷河i試験地iζ狩っていったものは11礎部倒休，上袈茂試験地のものは 2~~g磁を合む11縮

83~~1休で，合計169似体のtM高年生長経地を制定した。これらの翻資木は，マツノザイセンチュウ

楼瀦供拭木として，抵抗悦，感受性錦資のために， ]33):治にMiえられたものであるため，住民!とつ

れて鱗桜木との競合が討さじ，肥大生長調資には，不適と思われる生符状況の例体が多く，隣接木

が枯れたり， nl1附が比較的十分と忠われる供拭*のみ，私J!衿解析を行い，成後および材般の住民

経過ぞ求めた。さらに，クロマツ 5側休，P. taeda 5個体，P. elliotHi， P. talus!ru各 2例休，

P. tondersosa 3仰や1;:会対j照として，マツノザイセンチュウ無按1積水を純資した。

結果および考察

1. '7ツノザイセンチュウによる?ツ!潟の枯jtl，その何抗性，感受性の判定

試験!の各供拭水の枯鍛状況を設公!とえミす。

1) P. yumza抑制た

援額11翻休のうち 4 個体が枯れ 1 倒休は銭j譲渡年の1984年 4 月下旬からíÍ1 1・誕のほ~が目立っ

てきた“持ち越し枯れ"である。約損~I体からは1984年 7 月にマツノザイセンチ品ウを検出した。

2わ) P. tlm削nbel得怒i;

本 F抗、II ~封矧雑4引縫ti1殺荘綴苦苦遺î.の J雄4在f裂似性j主:籾である p.tωd必b如ut.ぬ/必αモザf()ωrm仰Ilt'sヲ，(は立;誠盗綴←試拭験の私斜結i当iよ果R丸owre悶si恰stω札1川1刊t(羽J低j戎E抗約牧，)に位

られて，P. 17Iassom~ωza や P. tlwllbergi・l'xP.massOlliana FI謀者;羽?とi母校皮の抵抗性をもっ

ていることが明らかになっている7，9)。本供試木の災常は 7月四日後舗のもので12月までに 1個体

がtHt，1 {I~i休は J::í!4h新柄の先端部 1如、111 が，さらに 2 本の .filtl校の新紛が枯れる部分枯れを思

しただけで， 22個体は健全で，以後枯死または部分枯死は迫力fI発現していなし、。 部分枯れ個体の

:i:qql!の生存部の先端的近からは総持校が{111びているo 枯摘伺{本から1984年7月lこマツノザイセン

チ品ウを検出した。本 FI対応l'illも P.tlllmbergiixλ mass()71iana 1'1雑草IIと同総に， tlH~l:殺のマ

ツノザイセンチュウ持抗性が引き絞がれた結果となった。

Table 2. Results o[ inoculation test ofpine ¥¥'000 ncmatode 10 pi日開

Survival No. 
'---十一一一一p 一一一 一

l'ines 

No. 

P. yIt1I1wncnsi.¥' '83.7 11 υ 戸 4 2 、つ， 4 4 

P. t/wnb. X P. tabll!ac. (FJ) '83.7 21 22 22 1 

P. thllllb. X P.止hasya(FJ) '8:3.7 15 13 12 o O 2 3 

P. t//ltllb. X P. 1I/asso. (Fの '83.7 20 20 20 。 。。 O 
'84.7 40 29 6 5 

P. koraicnsls '83.7 4 。 O 。 。4 4 
'84.7 14 一 。 O 14 

P. t hUllbergii '83.7 20 5 1 14 
'84.7 10 l l 8 
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3) P. tll1mbergu・XP.khasya FI 

P. klJasya は，上翌rf:.定試験地では冬期jの低訟のために，野外での生育は不可能で，これまでに

マツノザイセンチコウの後援試験は行われていない。和歌山県西牟婁郡白浜町にある白浜試験地

の?ツ主なれ激鴇地でクロマツ，アカ?ツの大部分は枯死している 12)ーーにおける1fa栽木

の枯担えから，マツノザイセンチュウに対してl-lighlysusceptibl巴〈強感受性)に位UIlづけられて

いる肋。すなわち，本 FI雑緩の肉親ともに強感受性である。本試験の結果は，表4のように，

1984~7 月までに 2 似体が，さらに1985年 5 月までに l 側体が枯れ， fj~試15倒体のうち12錦休が

俄会に主色合残り，前線とは見なり?ツノザイセンチュウに抵抗悦をもっているという結泉にな

ったoP. thunbergHXP. tabulaeformuや P.massoma仰の両日総務にみられる抵抗性は，機!性

籾の抵抗性が FI封11積へうけ継がれたためと鮮されるので，P. tllUJZbergiiXP. khasyaのFI総時の

;底抗性は，P. kl/asya を感受性とすれば，阿~jlからでは説明できない。

P. khasyaの強感受性は，接線試験によって得られた結果ではなく， 8浜試験地の総裁水の枯

損から判定されている。何らかの原凶による樹体主走路一枯死または樹体衰弱に加えて?ツノ'

イ4セzンチ旦ウのi私樹誌封J休内佼入が枯予死Eを平めたのではという庇凝r問が残る。!引先試験地の P.kllasyaは，

?ツモグワカイガラムシ (λグ'atS1IC()CCUSlIIatsu?J1lwae)による P.mass()u;"anα や P.t/wJlbergu・

XP. mass()lluJJZaの被桜木にみられるような幹，校の袴ElIJが目立ち，次々と枯死した記録が践っ

ている。マツノザイセンチュウカ司会出された P.khasya枯樹木;にも幹，校のf湾dllがみられた。 P.

tllUJlbergu'XP. mass()lliana， P. tabulaefonm・rの両日雑額の場合と本試験結染からでは，むしろ

P. kl/asyaに抵拭性があるのではなし、かと推終される。 P.khasyaでの?ツノザイセンチュウ按

樋試験，P. t 1m 12 ber:r;"ii・XP.k//a・ryaFI維穏での追試験lとより，P.kh.asyaの?ツノザイセンチ J江ウ

感受性の判定を再考する余地はあろう。

4) P. thωlbe7;r[lixP. mass()1J/uma F2 

P. thullacl'gliXP. maSS()1U'ana FI ~ft縮の?ツノザイセンチ品ウに対する抵抗牲は， Highlyでは

なく Low resistant で，雄性籾の P. 刀lassoniaJla と悶恕j支と考えられている。本援額試験

の1983年の供試水には，いずれも異常がみられず，非常に強い偲抗性がある結果が得られたが，

1984年の供拭水は， 40斜体のうち 5例休が枯れ 6側休が部分枯れの異常を示し，健全木は29個

体 (72.5%) となった。前年の危!;架を平均すると縫合本は81‘7FEで，間紛が&躍づ‘けられている

Low resistantと判定される O

5) P. thunbcrgu'・および P.k()raic71su 

間務は，今までの按綴試験で Highlysusceptible Iζ位段づけられへ本試験も問織の結果となっ

た。とくにチョウセンゴヨウの18年生12側休は，樹高 3""，，5mのrll地に主主摘された偶休を供試し

たが，すべてが枯死し，オc:;fffiがマツノザイセンチュウに対して非常に弱いことが線認された。

J2)，Jニの給5誌を，著者・らが4クツレープに分けたマツノザイセンチュウ[乙対する 7 ツ臓の前:抗性，

感受性の総指表に加えると表々のようになる。

供試した 3雑聴すべてに?ツノザイセンチュウに対する抵抗性が認められた。しかしiiij述の

ように P.khasya については持抗性の国検討が必要である。 P.thunbc1'gtiXP. khasyaの弘幸ffi穣

はすでに校躍りが目立ち，欠点になる可能性がある。さらに白浜試験地の P.khasyαにみられた

?ツモグリカイガラムシによるも皮認とみられる幹，校の情EI!Jが，この FI総額にどのように受け

紋がれで発現するか見j緩める必袈がある。 P.tltunacrgu">くP.mass()nia仰九量投稿はまだ幼齢で自

立った特徴はあらわれていないが，本紙:積も主114ftIこ比べて扱Ij技の生腎が盛んなような傾向がみら

れ，さらにマツモグリカイガラムシの加容がどのようにあらわれるか，今後の性腎に住目したい。

P. thunbcrgii>くP.tabul.αef()rmuの FI ~li瀦は，針議はクロマツ IC近い濃緑色で，主将iのや/1;院は



Tablc :3. 

Highly rcぉistant

Low l'csistant 

Low susceptible 

Highly susceptible 

Grade of resistallcc of pIn巴 sp巴ciesto pine wood ncmatode 

P. lauvancusu， 
P. elliotu'， P. 1'igida， P. taede， P. palusl1'is， 

P. exrelsa， P. sl1'ob1ls， 

P. labulaejormis， P. Ihunb. X P. tabulae. (Ft)， P.州 assoniana，

P. thwzb. X P. 1IIasso. (Ft， F2)， P. 1111mb. X P. Il!wsya (Ft)， 

P. 1'csinosa， 
P. bankul1Ia， P. 1'01l101'la， 

P. bzmg開制

P. 11101llicola， P. pentaphylla，火、.I'lrobijormis，

P火'.d，ぬe1;山ijloωrl1甘叫'llι，fλ》七'. p かσ d山1'1'η，P.λ.sげ'yl1)勿')es.的fοl'円凶'i.仏"s
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P.フ究'. POll町zd.んe1'，円仰イ0山3江saσ，P. l'IaHs， fそellgel問 αmzii，P. michoaCl1l1a， P. pscudoslt・olms， 

P. ooca1'pa， P.?甘 diala，P. g1'eggii， 

P. kor削 .'C?lsls，

P. leloPhyl!a， 
P. !uc/mcllsis， P.削 IIgO，P. 1/lImbl'rgii， P. m'gl吋1，P. Idwsya， 

アカ?ツ・クロマツ型であるÌj~.1fíî裂をぷしih 混在ではクロマツに非常に似た外1織を11している。

本後積結泉のような?ツノザイセンチュウに対する抵抗'r設が機器されれば，今後の利用術イ州立最・

も刊し、ものと考えられる。

2. '?ツノザイセンチ品ウ後積?ツ踏の生存木の生狩

?ツノザイセンチュウの?ツ腐への力rIt等性には'?ツ飼であっても諮問によってがみられ，

さらに器内においても似体によって諜がみられることは，これまでの多くの按瀦試験，野外観察

によって明らかである。その加容性の発話!は積あるいは捌休の持っている?ツノザイセンチュウ

に対する低抗性，感受性の強~~Jによっている。マツノザイセンチュウが樹体内に侵入しでも，抵

抗性の強い穏では枯れない4弱体が多く，これまでの翻資では，P. rigt~ぬではまだ枯死例がみられ

ない。災前，抵抗性の弱い務:では大部分が枯れ，P. korauJ1sisでは務者らの現政までの50倒休を

越える後積水で，生き殺った例休は 1翻休のみである。

?ツノザイセンチュウのマツ腐の生育にあたえる段大の影鰐は約指で，そのうち早期の夜~!iWî

損木にのみ?ツノマダラカミキリの次世代幼虫が繁殖し， fl}び?ツノザイセンチュウを健全木へ

伝機している。樹休の一部が枯れる部分枯れを示すもの，強い椛抗性をぷして，生存を続けるも

のまで，マツノザイセンチ品ウの影響はさまざまである。クロマツわや P.tlllmbergu'XP. masso. 

nt'aJ1a F 1 ~~(I ，f:lli5) などで機関されたように，生存木の援額以後の生育，とくにやj1長生長が減退する

個体がみられ，その減退が按磁の現年だけでなく， 2年目もみられた。本報告では，マツノザ、イ

センチュウ緩積?ツ踏の生存似体の生長経過を機溶し，とくに生長減退から樹勢閥復までの生符

を翻貸した。

2吋 L "7ツノザイセンチ品ウ使入後のマツJI誌の樹高生長

マツノザイセンチュウ侵入?ツ腐の生存木が示す影響で最も目立つものは新柄1rl1長にみられる

一次的な減退である。マツj潟にみられる新総の{ljl長は，アカマツ・クロマツ製， リギダ・パンク

スマツ型，テーダ・スラッシュマツ型に，大きくグループlこ分けられ13〉，木試験では，このすべ

ての伸長型に含まれる離を鵡ヨました。すなわち，リギダ・パンクスマツZ肢は P.rigz'da， P. banksl二

。ηa，テーダ・スラッシュマツ裂は P.taeda， P. elh'ottu'， P. palustrisで， イ也の調査票fiはすべて
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アカマツ・クロ?ツ~\1のものである。

1) クロマツおよびアカ γ ツ

fM高年生長経過を?ツノザイセンチュウ桜椋・の 2........3年前から， f袋署II後生長散の間筏までを，

各年の樹高住民殻を，接寝前の年生;民:抵の均{ほと対比合せ"7ツノザイセンチュウの影燃を考

然ずる。クロマツの生長経過は!刻一1のようになるo

クロ?ツ入は19841f'，12月には，樹齢18年，Jl卸持政筏 16.3 C1l1，樹高 9.01 111で"7ツノザイセン

チュウを桜捕した1979年 8月の胸i関誌筏 10.3cm，樹高 6.24mで単木で狩っていたc 経ti高年生長

況は1976年以後 70cm， 68 cm， 73 cm， 70 cm，接縮盟主~の19801f'，の年生長散は 24cm で，接続まで

の平均1i!'i.70.3 cmの34.1%，1981年は 54むm で生長間後の徴倹はみられるが，司lJ削減の76.8%

で，このf111良にもマツノザイセンチュウの佼入が影響している。 1982年以後は 60cm， 68 cm， 71 

cm で伸長生誕は忠常に閥復している。クロマツの樹高生長は&:1::によって 1---2 ~;IJのバラツキが

みられるのが常でペ 1982年の住民法を有感と考えることは無職であろう。本供試水で1982年の

85. 3搭は，すでに樹高生長をほぼ間後したものと考えられる。本報告では以後これにならってP

平均1111J逗f1'1:の:士2096をバラツキの最大rlJとして考終する。出潟村;本音11試験地のクロマツ B，C， 

D(土問ト2，1-3のようにグループ:'fL均では按J穫の影絡は 2年悶までであるが，さらに 11f.fl11長
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を間捜していない倒体がある。例えばB-2，C-5では 3年自の伸長殺が平年総のそれぞれ78.2%， 

75. 6%である。。ゅでは後続譲!&:¥"-，翌々 年のや11長後が109ぢ以下で，マツノザイセンチュウ侵入の

影縛を激しくうけたことがわかる。この偶体は 3年践になっても50%'こしか生長殻毎回復してい

ない。 B-2，C-5では按積鰻年の生長;散が正常"の50%以上であったにもかかわらず3&:¥三日までそ

の影響がみられた。しかしC-8では18.2%，32.5%と筏縮努!年，恐々年の生長減退が大きかったに

もかかわらず， 3 fF閤は8796と生長:悶:を復している。 Dゅでは按縮翌年は22.1箔であったが2年

iヨには92.4%1こ@]筏している。上波茂試験地のクロマツ Eは3年目まで援趨の影型惑をうけた俗体

はなく，多くはj安積ヨ去年だ砂の生長減i患であった。 fヌト1-4にはクロマツ Eの対照として1m援額倒

休の年樹高生長経過を示した。 E-23個体の接離現年の伎誌は82.5%で影響はないと貯ーされるが，

無援TIJi拙休と比べれば，影響は全く 0ではないようである。また， C-2， D-3にみられるように

ほとんど桜瀦の路線を住長に示さない側体もあり，クロマツにみられる?ツノザイセンチ旦ウ按

滋側休のその後の伸長生;廷は様々のようである。

J妥結クロマツ40側休の楼積強年以後の主主;長をまとめると，関山2のようになる。楼濁翌年に按駆

的のお0%以上生長したものは10%で按，積水の90%に伸長生;誌の減退がみられ， 40---60%の伸長泣

のものが最も多く 17例休439ちもあらわれた。桜礎2年問では，すでに18倒付_45%が生廷を初筏し，

16"羽休40%が生長比60'"'-'809与を示して問彼の徴伎を示している。 J安事li3 &f.院にもなお8096以下の

あったものはCの2側休， 13およびDの各 1倒休で， 13およびCの3個体は 4年践の投;廷

は80%を越えている。 46:["問の住j造問援米総認はDの1倒休 (D-6)だけである。

以上のよう IC:J'妥結の彩1療を1rjl 長住民に示さなかったものは10964 個体，生長減退が~年だけの

ものは35%14侶休， ~ミ長減退が 2 年目まで続いたが 3 年院に回復したものは45%18個体， 3年間

でもなお接線の影響が残り仲良散がすくなかったもの10964個体となった。この 4倒イ*も 4年自

には 3個体が住1這i誌を閥復し，マツノザ、イセンチュウのクロマツf.ifj体内侵入の樹高{市長にあたえ

る影線は，多くは 2年段までで 3年間には回復し，さらにi221絡が大きく 3年自にも生長減退を

示しでも 1年間には閥復することが明らかになった。

アカマツの場合は間一3のようになり，クロマツに比

べてマツノザイセンチ品ウの侵入の影響は小さい。供

試11僻休のうち 7似体がj安部:想作に生長減迭を示した

が 2年!ヨ lこは平年の伸長を治した。 j誌も激しく影響ー

をうけた似体でも平年の66.2%の~?;誌で，アカ?ツの

60 
% 
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o ~20 -~40 --60 ~80 ~1∞~ 
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Fig.2 Frequency of b/a of P.lhunbergii 
after inoculalion 
臨 inthe l1ext year after inocl1-

Jation 
in the sccond y巴ar

白 inthe third year 

!??弐:戸;
l1r::::が

Fig. 3 AnnuaJ growth of Je乱dingshoot of P. dells~ケ'lora



一品簡である務上松での翻支援でもJ実務理年にその影響があらわれただけで，本総査とよく似た結

果が得られているi引。このようにアカ?ツの樹高生長におよlまずマツノザイセンチュウの授入の

彩終は，クロ?ツと比べて大きな迷いがみられる。

2) P. tltunberga">くP.ma!isoni‘αna FIおよび P.tltunbergz"iXP. tabulaザonm'sFI 

関-41(.P. tltunberg#XP. mas!ioniana FI祁;離の1rj1長生長経過を示す。供試7個体ともに援穣

盟主ドiζ生;箆減退号告示した。 Aグループでは 3個体とも接穂2年自にも40.9---71. 3% (平均60.4%)

と生長減退を示いさらに 2倒体は 3年割も生長誠迭を示し， 4年聞に間復していた。 1981年tc

j安部:した Bは2年目には間後していた。 Cグループは1977年と1978年の越年按穏で， 3 1fbii休とも

1980年の 2年間も主主:良は平均して平年の58.3%と掛かった。 3&:手段では94%tζ間後した側体， 59 

%で米間後のもの， 81%でほとんど回復した側休に分かれ 4年闘にはすべての偶休の仲良生設

は正常であった。

P. tll1m仰すzγxP.ta如laefO1'mu F Iは1983年に後積されたので，接種後 2年間の生育をみるた

めに1985年 6月61ヨにや111造住長散を測定した。本 FI維部:のillii*見の1111長生誌はアカマツ・クロマ

ツ殺であり，オs:1' 1 も同様の1rll長生長を示すため1985~手の1r]1 誕生;誌は 6 月 6 日にはすでに終って

いる。主主狩経過は隠づのようになり，按綴翌年の仲良iこは， 22似体のうち10船体の{市長盤が前年

のそれの80%iでで按椅の影響そうけたが 2年目では No.5を除いて付1-民i廷は間後していた。

3) P. tabulaefonm'・2 および P.ponderosa 

P. tabulaefonmsにみられる楼穏の影響は，関-6-1のように， C夕、、Jレ…プの 2年連続接結氷に

Annual shoot growth of 
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!ヨ立つであらわれた。この供試*は 3倒休とも 1間関の接繍でその翌年に影響が強くあらわれて

いるが， IBj'年に桜濁したAグノレープの 2似体は，ほぼ平年のや11長そ示した。さらに1978年談議の

Bクツレープ 3捌休は 1側体にだけ接続の影響があらわれ平年の69.1%の伸長散であった。乙こ

ような迷いはmIT休による反応の迷いのためであろう。おグループの按額ヨ翌年に生長減退を示した

1似体は 2年聞には住民を路復した。 2年述統援額個体は 2問自殺概の主主主手はさらに生長盈がす

くなくなったが 2年自の1980年には3JZ1!:手の58受互に日!複し 3年問lCる平年伸長散に回復してい

た。

~1-6-2!ζ P. ponclcrosaの生育経過を示す。ヌj;:離の上賀茂試験地での生育は惑し最良のもの

でも年樹高1111:良散は 50cm !Ci主しない。本供試木の接穏までの年平均仲良f設は 33.5cmでアカ

マツの半分程j慢である。マツノザイセンチ且ウ接種強年には，平年のfi/l:民援の約50%に減少し，

2年連続絞殺後さらに42%!ζ減少している。しかし 2年間の1980年には， H~]体は平年の92%の

イ111長?読まで間筏し，他の 1似体が73%で，まだ機事IIの影響が残っていたが 3年羽には間援した。

4) P. nigraおよび P.sylvcstris 

P. r!な仰の場合，上資法試験地の{J~試木は~1-7-1のように411i拭 6 偶体のうち 5%1体の綾織強年

らわれた。 i出回林水器Il試験地の 5個体(1¥グループ)は l偶休の接槌翌年の生長が77.4

96であったが，仙の 41胴体には接続の影響はみられなかった。按礎2年闘の生長には，閲-7-1の

C-1側体の住誌が平年の78.2~ぢでやや生長減退の傾向がみられるほか，イ也の側休は正常に路複し

ていた。 pグループの 2年連続接続木も 2伺休ともに，按=積翌年だけの主主長減越で 2年沼には間

後していた。

P.汐/ゐの仰rυr的/μr，公では(ひi認詐白一-7-2幻)， 1共試 3捌f本のうち 1相休の接種現年の生長が81.0%で，やや住

民減退の知向を示したが，他の 2個体は正常な伸長を示し，水供試の H羽体では?ツノザイセン

チュウの援事IIの影警警はあまりみられないような結果となった。

5) P. puzastcrおよび P.taz'wancllstS 

P. pi・nastcrの唯一の融資併では， rヌ1-8-1にみられるように，接表IIの影響はあらわれていない。

P. taiwancnstSでは翻査 5側休のうち 4側体の樹荷主主長は按離の影響はみられない。 l個体のt妥
結沼年 (1982&:P)の仲良鼠:がそれまでの平均の79.7%で(図ーか1)やや波郡:の影響があらわれて

b/. 
....."'.... ~ ..'~'..、色 .."A-2

瞬 '-"';:h.ー ….ー，
I-h~:!ι九三::~ふごこ~...."，，，~，~，， 必

Y 幌、.‘.-'・":::;.~~-;;入、二‘なご3
V ¥、九均質f ，/'、A-4

……………ー… 0.81一一一一一一一一一一一二¥41-
P.nigra 

1987-「一一寸ES4

Fig. 7 Annual shoot宮rowthof P. m'g?官 andP. sylvestris 
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ドi京.8 Annualぉhoot誌rowthof P. pinfls!er， P. {fliwancnsl.ぷ.p.・strobusand P. e.welsa 

いる。 ζの側休も 2年践には平年の{1[1長を;訴し樹勢奇間後した。

6) P. strobusおよび P.e.xcelsa 

P. strobus は， 8 ~灘体のうち 4 倒休でJ安泰ii のの仲良法が減退し， 3腕休は按WtTIの影響はな

く 1倒{本は平年の80%の仲良i誌を示し，やや影鯵をうけているようである。按滞緩!年の1111

が45%と翻遊水で設も激しく影響をうけた側{*(No. 5)が 2年間の生誕が79.05ぢで，銭聴の影

糠は残っているが，残りのi!~n式木は桜稀i 2年自には生長会回復していた。 P.e.xcelsaも8供試木

のうち 4 偽H本で接授~に生長減退があらわれ 2 年悶 lにζ は間後しい， {他也の 4側体iに乙lは立J按袋碕碕:のi影路執緋: 

lは立あらわれていない。 P.stμr.マ叫ど

7の) P. r;η1な訟訟吻"';1νdα およびび、 Pへ.ω3幻J忌ks幻t加 laα 

P.1合・2・仰のγ ツノザイセンチュウ2，OOOïîJ'ij~離水(八および C) では，楼WtTIの影響は生長にあ

らわれていない〈悶サー1，2)01981年の 3{官接WtTII忍(B)の 1倒休が抜趨溜年の1982年の{lj1

が平年の64.95ぢを示したが， 21'下回にはIIil複していた(関-9-2)0 P. banksiana では， 2，OOOilJi 

桜稲 5偶休 (A)， 2 f官接持・ H，品体 (B)ともに按識の影響はあらわれていない。問閣については，

lllE ~il~ .1 )でも2，OOOiJJi接続は生育 あたえないことが認められている。

8) P. taeda， P. e!liottu・および P.Pαlustris 

この 3 の樹i寄付1廷は，テーダ・スラッシ品マツ製で，生育J~J聞を通じて伸長するので， j実相

の桜扱以後の{r[l:!ミにはマツノザイセンチ品ウが関与するものとみなければならない。そのため

b!a 

145日え弘、:グ114;三三三fidi:2211:にナ4::;:コ ， ， - 持 プ 斗

i γ 鋼…鴫叫令←.一-xI 

| 十、ぷ生ι久こふh、¥¥¥、¥、、沌7土;二フ1ザ沖
1イ1トトト'一………….一一…一-一一…→圃一…開一-+"、¥¥¥¥、~¥¥、¥¥¥、¥¥、¥、υjJJ/，/////，/////，////，/ノ//，〆バ/f，Jrr冷←←-一醐………一十鴫十十"一一一，山J一酬日一一桐一一"戸，十...........¥'"、~十、十十十十十.戸ずγcずcγ，戸.4 | 〉γ ， ぺ ム

T 0.8十-----------------------1-

4 忠 P.rI!Jida I (9…2) 器 P.rigldo

19唱o 1982 1984 
Fig. 9 Annual shoot growth of P.円治'daand P. bαnRsumσ 
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に正常伸長は按五日前年までである。 1ヌト10にみられるように，P. taeda， P. ellz'ottl・J阿砲ともに，談

磁後も前年のやjl;民放， 11詩桜樹木とほとんど説らなし吋111:sえを訴し，とくに 3{官接様水もlfij織で， γ

ツツノザイセンチュウの機体内侵入は， {III;民生誕には影絡をあたえないことが明らかになったo

P. palustrisでは，接積年である1981年に， 2，000顕銭段 (A)のHIil休のうち 1鋼材(~こ， 3 {白区

(B) の 5 11ìil体のうち 2 個体で生長減退がみられた。それらの供拭木も現年K~ま住長を!万11.瓦して

し、fニ。

以上， 21"J雑1習を合む17綴0)7ツ踏のマツノザイセンチュウ桜J開後の生存水の樹高{It長にみら

れる接持!の影響を総額どとに考察したが，マツノザイセンチュウのj弱体内侵入は，仲良住民!こ大

きく Jj~都する場合から，く影響しない場合まで，段々のlLJî.{ýIJ があらわれた。クロマツおよび P.

1111mb. X P. masso. 1"1 ，乙桜磁の影響そ大きくうけた似体があらわれ，P. taeda， P. elliottu'， P. 

如 nksUUla のように全く影響をうけなかったものまで，有liによってマツノザイセンチ品ウの影響

には相当な巡いがみられた。各13iで供試似体数に迷いはあるが， 2，000関 1Iillj姿摺伺体について，

;業務後樹高11jl認に影響がみられたものの出現獄皮を示すと凶…11のようになる。 P.laedaなど 6

溜で金供試側体が按1遣の影響をうけなかったが，P. tltunb>くP.masso. 1"1では反対に 4側体すべ

てに住民減退がみられた。 日光報でのi制張倒 iまヌ~翻宝をに比べてJ袋紅fの影響をうけなかった船体の出

現率が大きい傾向がみられるが，本調3支給来と大きな;迷いはなし、。マツノザイセンチ品ウに抵抗

性があると判定した樹穏では，綴織後のイIjl:/量生長が受ける膨響はすくなく， クロ?ツおよび p.

th附 zb.XP. masso. では，たとえ!生き残つでも多くの似体の伸長生長に綴穂の影響があらわれて

いる。 2年連続j法務の P.thunb. XP. masso.‘P. tabulaeformu， P. ni![1'a， P. ponderosaでは若手続

2， 3初体とも按趨ヨ翌年!と生長減退がみられ，P. thunb. XP. masso.， P. tabulaザormuではj妥結

後 2 年目も~l:: d迭は間後せず?述年接務iは1ftl長生長 tc. ~i会い影響をあたえている。

1 i ，~#?t~;，.._:岸吋
O. 

144h判例
O. 

~一山!
14F吋fdモァヲ三;二泊1~

¥、/，ぷ/
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Fig. 10 Anl1ual shoot growth of P. taedl1， 

P. eltiottt'i and P. palust門's
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Comparison of annual diamel日l' gl'owth without bark al Do・3m

2-2. -.('ツノザイセンチュウ侵入後のマツ)[.誌の肥大位以

マツノゼイセンチュウの俊入が，肥大生j誌にも:影響をあたえていることは切らかで， i接安揮極.年lにこ，

さらlにζ翌4年ミとその彩f線鰐が残ることはすでlにζク口?ツでi明P珂3らかlにζなつている引

本翻査供試{倒悶t休本lはま前述のよう lにζ，クロマツAを除いて酪畑lζ総えられたまま生育したものであ

るから隣接倒体との競争・が肥大生長に影響をあたえているために，按臆したマツノザイセンチ品

ウの影響を考終ずる材料としては十分でない。肥大生長を鵡査した1似体は，隣接似体の枯死など

でrm絡が比較的広く，強い競争なしに生予ましたものに限った。その一部をi玄1-121ζ示す。

i況報のように，クロマツでは?ツノザイセンチュウを桜離した年の肥大生長の減少が目立ち，

翌年の生J乏:匿にも接探は影響している。クロマツ Aでは，按積年に，さらに盟年にJ実績の影響が

みられ， 2年間では回復の被(段はみられるが，桜括的f去の生長経過からまだその影響は残ってい

る。クロマツ Eでは，緩騒年の誠少だけで，翌年には， E-7では按極的年の生長抵より多く，す

でに限後したと思われる生設をしている。この個体のj受理強年の樹高位長は平年の82.5%でマツ

ノゼイセンチュウの影響がすくなかったものである。 E-6，19は，接穣翌年の生誕抵はそのがjffよ

りすくなく接稿-の彰響がみられる。この 2個体は，樹i箆住j乏でも37.996， 58. 8% と J%~鰐が大きく

あらわれたもので-;;'ツノザイセンチュウは{I!I長抜長，肥大生長ともに影響をおよぼすことが磁

認された。 P.m.与rraB-l， C-3， P. tabula宅formisA-2の3側休はj'i;!礎年の肥大生長の減退が自立

ち，~年には P. nigra 13-1 以外はほとんどIill彼いこの偲休も 2年間には回線しているo P. 

tabulaefol'・misC-1 は1即日の接極で減少し，さらに班長r:の述統桜瀦で生長:肢が最小になり，そ

のヨ翌年には前年よりは生長散は多く間後の徴伎を示し，接穏後 2年間 lとは住;長与を間後している。

P. taeda， P. ellz・'ottù' ではクロマツにみられたように~t:.長減退はみられず，後稽の影響はj肥大生長

にもあらわれていない。

2-3. マツノザイセンチュウ侵入後のγ ツj潟の材級生長

翻資?ツ熔の-gr}の皮なし材績の生長経過をl渓J-131ζポす。マツノザイセンチュウ桜磁の材騎生

長におよlます影響は， {出荷および肥大生長の経緯で明らかであるが，肥大主主長にみられたように，

抜瀦年に生長減退を示したものが多く，接部:~!年には主主湾を問視している側休 (P. nig伊 α お-1，

C句 3)もみられる。 P.taeda， P. eNottu'にみられるように接穂の影響がないものや，クロ?ツ E-7，

P. tabulaeformuん必のようにその;影響が自立たないものもある。クロマツ Aのように接種年よ

Fig. 12 
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りも:al年の材総生j誌がすくないものもあるが，アカマツ・クロマツ却の{Ijlj乏生長をするマツ簡で

は， {ljJ民生長にみられるよりも肥大生長にみられた反応が材樹住長に大きくあらわれていた。

公4. 7 ツノザイセンチュウ佼入後の?ツ臓の説存木の控狩

マツノザイセンチュウを接穂したが生存を続けた個体の位予ぎについて，樹高，践径，材般につ

いて考察してきたが， 1)7 ツノザイセンチュウに抵抗性と判定されている P.taeda， P. ellz'ottit' 

ではその侵入のiiE線をうけずに生育を続ける。 2) 抵抗性が~~いクロマツでは， !cijおこ拶轡がみら

れないものは非常にすくなく多くの個体は生長減退を示し，供試マツ胤17穣では設もその影響が

蹴しくあらわれた。 3)比較的抵抗性をもっていると考えられる P.tabulaザorm必，P. thullb. XP. 

masso.ではクロマツのような生長誠迭をポすものがあらわれた。

マツノザイセンチュウがマツj潟樹体内に怪人しでも，枯れないばかりか，ほほ正治とみられる

も続ける個体があり，反面激しい生長誠i還を示すものまで，樹により個体により，その影響

のあらわれ方はさまざまのようである。

九
U

マツノザイセンチュウのマツ減樹休内への侵入は，その側体の枯損iこ!据わるばかりでなく，枯

れない個体もその後の生長に影響がみられた。ク口?‘ツyλ，Pつ.tμhU1仰11幼Z沙b.xP.η111αassωo.ではJ接長極穂.後 3年悶

1まkで

t悲復i友iしi記iE;!常j吉?れIにζ生脊するo さらiにζHi芯凶h1砂yre巴ω51おsta日礼1ι.1川l比tと1判iド尚t守日抱Eさ3れでいる紐でlは立， ほとんどγ ツノザイセ

ンチュウの樹体内侵入の影響がみられないことも明らかになった。このような 7 ツノザイセン

チュウの侵入とマツj認の生育に関しでは務者らの踏査だけで，今後も多くの縮交が繰り返されて

河者の関係が米翻資額も含めて明らかになることを期待したい。

カ三とあ
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Resume 

Thc withcring of J apancse black <Lnd r吋 pincs，P. thUltbergii and P. de加 zs01'a， which has 

been attributed to the attack of the Japanese pinc sawyer， MOlZochamus altematus， Hnd thc 
pine wood nel11atodeフ Bur sap helmc hus ・xylophz'lus，is widespr・cadthroughout J apan cxcept 

fo1' Hokkaido. Morcover， such pine wilt has bccn obscrvcd in 111乱nycxotic pinc species 

planted in J apan. 

It h乱sbccn reported that， g1'owth inhibition was observecl in sevcrn.l pincs， such as .P. 
thunbergù~ .P. dmszso1'a， .P. massoni・tmaand .P. stl'obus which dicl not withむrafter the Inoculn.-

tiol1 test of the l1crτ1atocle. 

The inoculn.tiol1 tcsts of thc ncmatodc car1'icd out to four pincs in J llly of 1983 w日rcshowl1 

in Tablc 2， ancl the rcsistancc or the susceptibility of thcsc pincs to thc pine wood nematodc 
was judgcd ωfoUowing; 

Low rcsIst乳nt: .P. tllll1lbergiiXP. tabultuifo1'lnis (1"1)， 
.P. thunbel'gz'z' X.P. kha:，ya (1" t)， 
P. thmzbel'gu'X.P. massolZialla (1"2)， 

Low susceptiblc: .P. yUlZ1la1UJ1Zsis 

On and after 1977， many pines wcrc inoculatcd with about 2，000 nematodes at thc nursery 
in thc Kamigamo Experimental Station and in the campus of thc Kyoto University. Thc 

tcsted pincs clividecl Into two groups of the sur・vivingand the with巴ringb巴causeof the resistancc 
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01' thc susceptibility to the pinc wood ncmatode. 

The growth of the surviving 169 tree日belonging・toseventecn pines (Tablc 1) including 

two F 1 hybrid w乱smeasured for sevcr乱1years before and礼fterth巴inoculation.

Thc height growth of P. thlmbergi・'iand P. thU1tb. xP. masso・(Fl)among sur・viving・日pecies

W日目 more affectcd by thc inoculation of thc nematodc thal1 the other fiftcCI1 pines tcstcd. 

On thc oth日rhand， the scrviving t1'己esof P. taeda， P. ellt'ottiz'， P. rz'gz'da， P. banksiana， P. 
ザlvestrz'sand P・tuzasterh乱dg1'own h巴乱lthywithout the cffects of the inoculation. 

111 th日thi1'dyear after the inocul札tion，th巴 sup問p1'巴SSlV巴巴i段'fecω:ゴtsof tlu日誌ttstill r巴mi札LIn巴d011 th巴

h(犯凶tむci元ight廿ltg♂1 

lhむirgrowth was alJ110st nor・mal.

1n the same way， thc巴ffectsof the inoeulation 1'cm誌inedin the third year aftcr the inoculalIon 

on the height growth of P. thtmb. xP. masso. (Fl)， and on P. nigra， P. st1叫 us叩 dP. thultb. X 

P. tabulae. (F 1)， its cffccts rCl11ained in the second ycぽ乱ncl011 P. de1tsisora， P. tabulaち(ormi.¥'，
P. taz'wanensis and P. e.xceんa，thc cffects remainむdin thc ncxt yc札ronly‘ 

Thc inoculation of thc pinc wood nel11atode had suppres百iveeffcct iJ11l11ediatelyはftcrthe 

inoculation on the diametcl' growth of P. thunbergii， P. tabztlaeformis and P. m;r;ra， but it日

growth appearccl to bave rccovcrcd thc nor・111ftlgrowth in thc second y巴礼rafte1' the inoculation. 

The dia111ctcr g1'owth of Jペtaedaand P. ellん'1'0/，μtiiよt'"，

T、heef汀r巴ctおSof th邑 inoculation tり s机t倍悦nロ1volUI口11巴 gro、wthh札d札pp巴乱羽]'巴dimmedir札ulむYuut w日ωr日

1れ10t50巴V吋id巴ntly[札1日 h担cight札ndcliamcter growth. 




